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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は、燃料電池の氷点下起動時における凍結現象について、新たに開発した可視化手法によ

る観察と計測、および不均質核生成理論に基づいた数値解析によって燃料電池内の過冷却水の存在

とその解除のメカニズムを明らかにし、氷点下起動に関わる設計指針を提案したものである。得ら

れた知見は FCV の高効率化や高耐久化にも有用であり、水素利用工学上寄与するところが大きい。

よって本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 


